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 ウィンチ付きエクスカベータの安定度確保 
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                      （担当 森林資源部 主任専門研究員: 深澤 光） 

1 研究の背景と目的 
  従来のウィンチを搭載したエクスカベータ

による集材作業における転倒の危険性を回避

し安定度を確保するため、県内企業であるイワ

フジ工業㈱との共同研究により、集材作業とア

ームの改良により安全性が高い方法、機構を開

発したことから、静的安定試験を行なった。 
2 試験方法 

エクスカベータ（EX－120）に搭載したイン

ターロック機構ウィンチ（TW－252）の２つ

のドラムから出る索をアームの側面に設けた

支持部材に吊り下げた滑車（シーブ）を経て、

アンカーに固定された滑車を介して環状に繋

ぎ、アーム先端の作業機（バケット）を接地し

た状態で上げ荷を想定した条件で巻き上げ、ウ

ィンチの能力限界に達した時点の張力をアン

カーに取り付けた張力計により測定した。  
履帯の方向は索の方向と平行（前向き）及び

直行（横向き）の２つの場合について測定した。 
3 試験結果 

ウィンチ能力限界時の張力は、履帯が索の方

向と平行、直角な場合いずれとも 3.5ｔf 前後

となり、履帯の浮き上がり等は認められず、従

来のいわゆるスウィングヤーダによるほぼ同

様の試験と比較し、２倍近い直引力によっても

安定が得られることを確認した。 
4 成果の活用 
 作業機を接地した状態での集材方法は、従来

方式に比較して安定度、安全性が大きく向上す

ることから、エクスカベータのアームの簡易な

改良とウィンチの搭載により安全で低コスト

の集材方法が普及出来る見通しが得られた。 
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【参考】スウィングヤーダの同様試験状況 

履帯の浮き上がり発生 


